
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】人力による遮水シートの引き上げ作業を機械化

し、誰でも容易に、且つ、安全にシートの接合作業が出

来る遮水シート引き上げ用半浮沈式作業台船を提供する

。

【解決手段】作業台船１は、縦・横所定寸法を有し、且

つ、一端中央上部に船体１０を設けた台船と、台船の下

部中央に複数設けたフロートタンク２とから成り、且つ

、海面より遮水シート引き上げ作業時は状況に応じてポ

ンプ等の注・排水手段によりフロートタンク内の海水量

を調整する事により、船体の傾斜角度、及び、潜水量を

容易に変更可能にしたものである。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 海 上 に 浮 か ん だ 遮 水 シ ー ト を 台 船 上 に 引 き 上 げ て 接 合 す る 作 業 台 船 に お い て 、 該 作 業 台
船 は 、 縦 （ Ｌ ） ・ 横 （ Ｗ ） 所 定 寸 法 を 有 し 、 且 つ 、 一 端 中 央 上 部 に 船 体 （ １ ａ ） を 設 け た
台 船 （ １ ） と 、 台 船 （ １ ） の 下 部 中 央 に 複 数 設 け た 転 倒 防 止 用 フ ロ ー ト ア ー ム （ ２ ｄ ） 付
フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ） と か ら 成 り 、 且 つ 、 海 面 よ り 遮 水 シ ー ト （ Ｓ Ｈ ） 引 き 上 げ 作 業 時 は
状 況 に 応 じ て ポ ン プ 等 の 注 ・ 排 水 手 段 （ Ｐ １ ） （ Ｐ ２ ） に よ り フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ） 内 の
海 水 （ Ｓ ） 量 を 調 整 す る 事 に よ り 、 船 体 の 傾 斜 角 度 （ α ） 、 及 び 、 潜 水 量 （ Ｈ ） を 容 易 に
変 更 可 能 に し た 事 を 特 徴 と す る 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 用 半 浮 沈 式 作 業 台 船 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 、 護 岸 や 廃 棄 物 処 分 場 等 に 使 用 す る 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 用 半 浮 沈 式 作 業 台 船
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 遮 水 シ ー ト は 保 護 材 と し て 、 シ ー ト の 表 裏 に 不 織 布 等 の 保 護 マ ッ ト を 各 種 の 接 着
剤 を 使 用 し て 人 力 に よ り 塗 布 し 、 転 圧 ロ ー ラ ー に よ っ て 貼 り 合 わ せ 、 ロ ー ル 状 に 巻 き 取 っ
て 現 場 に 搬 入 し て い た 。 そ し て 、 ロ ー ル 状 に 巻 い た 遮 水 シ ー ト を 更 に 幅 広 い シ ー ト に 拡 張
す る 必 要 が 有 る 為 、 大 勢 の 人 数 と 多 大 な 労 力 を 費 や し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 最 近 で は 遮 水 シ ー ト に フ ロ ー ト 玉 ブ イ を 係 止 し て 海 上 に 浮 か べ て 、 台 船 上 に 遮 水 シ
ー ト を 引 き 上 げ て 溶 着 接 続 を 行 っ て い る が 、 そ れ で も 、 海 水 を 吸 い 込 ん だ 不 織 布 と シ ー ト
を 台 船 上 に 引 き 上 げ る 為 に は 、 多 大 な 労 力 と 所 要 時 間 を 要 し 、 特 に 、 自 然 環 境 の 悪 化 や 高
齢 化 に 伴 い 、 こ う し た 悪 条 件 で 作 業 を す る 人 が 徐 々 に 減 少 し て 来 て い る と い う の が 実 態 で
あ り 、 更 に 作 業 改 善 を 図 り 、 作 業 性 ・ 安 全 性 ・ 経 済 性 の 良 い も の に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ れ ま で に 出 願 さ れ て い る 特 許 文 献 を 参 考 の 為 に 紹 介 す る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照
。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ６ ４ ９ ８ ７ 号
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 に 紹 介 し た 文 献 の 作 業 台 船 は 上 下 移 動 し な い 為 、 作 業 性 が 悪 く 、 遮 水 シ ー ト を 作 業
台 船 上 に 引 き 上 げ る の が 至 難 で あ り 、 大 変 な 労 力 と 危 険 を 伴 う 等 の 問 題 が あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 為 に 、 こ の 考 案 は 人 力 に よ る 遮 水 シ ー ト の 引 き 上 げ 作 業 を
機 械 化 し 、 誰 で も 容 易 に 、 且 つ 、 安 全 に シ ー ト の 接 合 作 業 が 出 来 る 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 用
半 浮 沈 式 作 業 台 船 を 開 発 ・ 提 供 す る 事 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 と し て 、 作 業 台 船 は 、 縦 ・ 横 所 定 寸 法 を 有 し 、 且 つ 、 一 端
中 央 上 部 に 船 体 を 設 け た 台 船 と 、 台 船 の 下 部 中 央 に 複 数 設 け た 転 倒 防 止 付 フ ロ ー ト タ ン ク
と か ら 成 り 、 且 つ 、 海 面 よ り 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 作 業 時 は 状 況 に 応 じ て ポ ン プ 等 の 注 ・ 排
水 手 段 に よ り フ ロ ー ト タ ン ク 内 の 海 水 量 を 調 整 す る 事 に よ り 、 船 体 の 傾 き 、 及 び 、 潜 水 量
を 容 易 に 変 更 可 能 に し た も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 考 案 の 効 果 と し て 、 縦 ・ 横 所 定 寸 法 を 有 し 、 且 つ 、 一 端 中 央 上 部 に 船 体 を 設 け た 台
船 と 、 台 船 の 下 部 中 央 に 複 数 設 け た 転 倒 防 止 付 フ ロ ー ト タ ン ク と か ら 成 り 、 且 つ 、 海 面 よ
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り 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 作 業 時 は 状 況 に 応 じ て ポ ン プ 等 の 注 ・ 排 水 手 段 に よ り フ ロ ー ト タ ン
ク 内 の 海 水 量 を 調 整 す る 事 に よ り 、 船 体 の 傾 き 、 及 び 、 潜 水 量 を 容 易 に 変 更 可 能 に し た 事
で 、 誰 も が 容 易 に 遮 水 シ ー ト の 接 合 が 出 来 、 且 つ 、 作 業 性 ・ 安 全 性 ・ 経 済 性 等 、 極 め て 有
益 な る 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 考 案 の 最 良 の 形 態 と し て 、 船 体 の 大 き さ 、 及 び 、 フ ロ ー ト タ ン ク の 容 量 は 、 遮 水 シ
ー ト の 大 き さ と 、 船 体 に 加 わ る 負 荷 重 量 に 応 じ た 最 適 な 数 値 に 設 定 す る 事 が 重 要 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ２ に 基 づ い て 詳 述 す る と 、 海 上 に 浮 か ん だ 遮 水
シ ー ト を 台 船 上 に 引 き 上 げ て 接 合 す る 作 業 台 船 に お い て 、 該 作 業 台 船 は 、 縦 （ Ｌ ） ・ 横 （
Ｗ ） 所 定 寸 法 を 有 し 、 且 つ 、 一 端 中 央 上 部 に 船 体 （ １ ａ ） を 設 け た 台 船 （ １ ） と 、 台 船 （
１ ） の 下 部 中 央 に 複 数 設 け た フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ） と か ら 成 り 、 且 つ 、 海 面 よ り 遮 水 シ ー
ト （ Ｓ Ｈ ） 引 き 上 げ 作 業 時 は 状 況 に 応 じ て ポ ン プ 等 の 注 ・ 排 水 手 段 （ Ｐ ） に よ り 転 倒 防 止
用 フ ロ ー ト ア ー ム （ ２ ｄ ） 付 フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ） 内 の 海 水 （ Ｓ ） 量 を 調 整 す る 事 に よ り
、 船 体 の 傾 斜 角 度 （ α ） 、 及 び 、 潜 水 量 （ Ｈ ） を 容 易 に 変 更 可 能 に し た 事 を 特 徴 と す る 遮
水 シ ー ト 引 き 上 げ 用 半 浮 沈 式 作 業 台 船 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 こ の 考 案 の 作 業 台 船 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る と 、 ま ず 全 長 が 約 １ ２ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ
で 、 全 幅 が 約 ３ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ 台 船 上 の 一 端 中 央 部 に 縦 ・ 横 約 ３ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ で 高 さ が １ ，
５ ０ ０ ｍ ｍ の 船 体 （ 操 作 室 ） （ １ ａ ） を 設 け 、 且 つ 、 台 船 下 部 中 央 三 箇 所 に は 、 直 径 約 φ
３ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ × 高 さ 約 １ ， ５ ０ ０ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 の フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ａ ） （ ２ ｂ ） （
２ ｃ ） を 設 け 、 且 つ 、 該 フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ａ ） （ ２ ｂ ） （ ２ ｃ ） の 左 右 両 端 に は 全 長 約
２ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ の 転 倒 防 止 用 フ ロ ー ト ア ー ム （ ２ ｄ ） を そ れ ぞ れ 設 け 、 且 つ 、 該 フ ロ ー ト
タ ン ク （ ２ ａ ） （ ２ ｂ ） （ ２ ｃ ） 内 部 に は 、 排 水 用 ポ ン プ 等 の 排 水 手 段 （ Ｐ ２ ） を そ れ ぞ
れ 三 基 設 け 、 各 排 水 用 ポ ン プ 等 の 排 水 手 段 （ Ｐ ２ ） に は 排 水 用 の 配 管 又 は 配 ホ ー ス （ Ｈ ２
） が そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ 、 船 体 （ 操 作 室 ） （ １ ａ ） の 上 部 か ら 排 水 さ れ る よ う に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す 様 に 、 台 船 下 部 中 央 に 設 け た 先 端 フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ａ ） の 前 側
面 下 部 に は 、 注 水 用 ポ ン プ 等 の 注 水 手 段 （ Ｐ １ ） を 一 基 設 け 、 必 要 に 応 じ て 第 １ フ ロ ー ト
タ ン ク （ ２ ａ ） ・ 第 ２ フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ｂ ） ・ 第 ３ フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ｃ ） の そ れ ぞ れ
に 注 水 出 来 る 様 に 、 注 水 用 の 配 管 又 は 配 ホ ー ス （ Ｈ １ ） が そ れ ぞ れ の フ ロ ー ト タ ン ク に 向
け て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 各 フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ａ ） （ ２ ｂ ） （ ２ ｃ ） の 上 部 に は 、 注 ・ 排 水 時 に お い て も タ
ン ク 内 圧 力 を 常 時 一 定 に 保 持 す る 為 に 、 大 気 に 通 ず る 通 気 用 の 配 管 又 は 配 ホ ー ス （ Ｈ ３ ）
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 又 、 作 業 台 船 の 一 端 中 央 上 部 に 設 け た 船 体 （ 操 作 室 ） 部 に は 、 発 電 装 置 や 各 制 御 装 置 ・
機 器 や 作 業 用 安 全 具 等 が 装 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 こ の 考 案 の 取 り 扱 い 方 法 に つ い て 説 明 す る と 、 図 ３ ・ 図 ４ に 示 す 様 に 、 作 業 台 船
は 他 の 船 に よ っ て 牽 引 す る が 、 こ の 時 は 第 ３ フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ｃ ） 内 に 海 水 （ Ｓ ’ ） を
満 タ ン 状 態 に し て 前 方 を 若 干 浮 上 さ せ て 牽 引 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 遮 水 シ ー ト 接 合 作 業 時 は 、 注 水 用 ポ ン プ （ Ｐ １ ） を 作 動 さ せ て 、 第 １ ・ 第 ３ フ
ロ ー ト タ ン ク 内 に 海 水 （ Ｓ ’ ） を 満 タ ン 状 態 に し 、 第 ２ フ ロ ー ト タ ン ク （ ２ ｂ ） 内 は １ ／
３ 程 度 注 水 し 、 台 船 （ １ ） 全 体 を 沈 下 さ せ て 、 そ の 上 に 遮 水 シ ー ト （ Ｓ Ｈ ） を 浮 上 さ せ た

10

20

30

40

50

(3) JP 3116857 U 2005.12.22



状 態 で 引 き 寄 せ 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 遮 水 シ ー ト を 仮 固 定 し た 状 態 で 作 業 台 船 を 浮 上 さ せ る が 、 こ の 時 は 各 フ ロ ー ト
タ ン ク 内 に 配 備 さ れ た 排 水 用 ポ ン プ （ Ｐ ２ ） を 作 動 さ せ て 、 タ ン ク 内 部 の 海 水 （ Ｓ ’ ） を
排 出 し て 作 業 台 船 を 浮 上 さ せ 、 遮 水 シ ー ト （ Ｓ Ｈ ） の 溶 着 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 作 業 の 状 況 に 応 じ て 、 各 フ ロ ー ト タ ン ク 内 の 海 水 （ Ｓ ’ ） 量 を 調 整 し 、 作 業 台 船 を
傾 斜 さ せ て 遮 水 シ ー ト の 接 合 作 業 を す る 事 も 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 、 実 施 例 １ で は 、 こ の 考 案 と 従 来 の フ ロ ー ト 玉 ブ イ を 使 用 し た 斜 水 シ ー ト の 組 み 合
わ せ で 使 用 し た 場 合 を 示 し て い る が 、 現 在 新 た に 考 案 し 、 出 願 予 定 中 の 多 層 構 造 浮 上 型 遮
水 シ ー ト と こ の 考 案 の 半 浮 沈 式 作 業 台 船 を 組 み 合 わ せ て 使 用 す れ ば 、 更 に 作 業 性 が 向 上 し
、 安 全 性 及 び 経 済 性 等 に お い て も 多 大 な 効 果 を 発 揮 す る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 考 案 の 遮 水 シ ー ト 引 き 上 げ 用 半 浮 沈 式 作 業 台 船 は 、 人 力 に よ る 遮 水 シ ー ト の 引 き 上
げ 作 業 を 機 械 化 し 、 誰 で も 容 易 に 、 且 つ 、 安 全 に シ ー ト の 接 合 作 業 が 出 来 る 為 、 土 木 建 築
市 場 に 寄 与 す る 点 で 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 示 し 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で 、 （ Ｂ ） は 側 面 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 示 し 、 一 部 欠 截 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 考 案 の 使 用 例 を 示 し 、 側 面 視 作 業 要 領 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 考 案 の 使 用 例 を 示 し 、 正 面 視 作 業 要 領 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 考 案 の 使 用 例 を 示 し 、 遮 水 シ ー ト 接 合 作 業 時 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 台 船
　 １ ａ 　 船 体
　 ２ 　 フ ロ ー ト タ ン ク
　 ２ ａ 　 第 １ フ ロ ー ト タ ン ク
　 ２ ｂ 　 第 ２ フ ロ ー ト タ ン ク
　 ２ ｃ 　 第 ３ フ ロ ー ト タ ン ク
　 ２ ｄ 　 転 倒 防 止 用 フ ロ ー ト ア ー ム
　 Ｂ 　 玉 ブ イ
　 Ｈ 　 潜 水 量
　 Ｈ １ 　 注 水 用 配 管 又 は 配 ホ ー ス
　 Ｈ ２ 　 排 水 用 配 管 又 は 配 ホ ー ス
　 Ｈ ３ 　 通 気 用 配 管 又 は 配 ホ ー ス
　 Ｌ 　 縦
　 Ｐ 　 注 ・ 排 水 手 段
　 Ｐ １ 　 注 水 用 ポ ン プ 等 の 注 水 手 段
　 Ｐ ２ 　 排 水 用 ポ ン プ 等 の 排 水 手 段
　 Ｓ 　 海 水
　 Ｓ ’ 　 海 水 （ タ ン ク 内 部 ）
　 Ｓ Ｈ 　 遮 水 シ ー ト
　 Ｗ 　 横
　 α 　 船 体 の 傾 斜 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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